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ABSTRACT
　The aim of this study was to ascertain foot pressure during basic karate motions. 
Subjects were divided into two groups, one of which performed kata（forms）（n＝
10）and the other of which performed kumite（sparring）（n＝9）．
　The basic motions of gyakutsuki（a punch with the opposing leg forward）， 
maekeri（a front kick）， and tsukiuke（a punching block）were performed by all 
subjects. These motions were recorded with two high-speed cameras（HSV＝1700）， 
and foot pressure was measured using a Zebris FDM sensor. Measurement 
parameters for all 3 motions were duration of motion（DM）， foot pressure（FP）， 
distance traveled by the center of pressure（DCOP）and velocity of the COP
（VCOP）．When gyakutsuki and maekeri were performed, the DM, DCOP, and 
VCOP did not differ significantly. When the tsukiuke was performed, however, 
DCOP and VCOP differed significantly between kata and kumite. DCOP and VCOP 
were greater when tsukiuke was performed as part of a kata than when it was 
performed during kumite. Results revealed that while performing kata karate 
practitioners performed greater motion that involved rotation of the hip joint.
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形態計測は、 身長、 体重及び全身筋量を測定 
した。 身長は身長計、 体重は身体組成測定装置
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図４　突き受けにおける種目別足底圧力動態の比較
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と組手における足底圧力の大きな違いは、突き受
けの連続技で認められた。連続技では、両種目間
で動作時間に有意な差はないものの、足底圧力中
心の移動距離と移動速度はいずれも形の方が組手
よりも有意に高い値を示した。さらに、図 4、5
に示したように、形は組手よりも左右脚それぞれ
で足底圧力の変動幅が大きかった。また、特に大
きく体を切り返す局面である受け動作においてそ
の変動が大きかった。これらは、形の連続技は、
左右への荷重の変動が大きく、より荷重と抜重が
行われたダイナミックな連続技であったことを示
すものと考えられる。
組手種目は、実際の相手との攻防を行い、ダメ
ージを与えることを目的とせず、より速く相手か
らポイントを獲得する種目である。また、実際の
試合では、足を止めて攻撃することはほとんどな
く、常に動きながら前方にいる相手に向かって攻
撃をすることから、形にみられるようなダイナミ
ックな動作は必要とされない。
本研究の連続技の結果から、組手は形に見られ
たような左右の荷重変動を伴った動作や、体幹を
切り返すような動作がない連続技を行ったものと
思われる。組手種目は対峙している相手に対して
技を出す際、腰や体幹を左右に切り返すような動
作は相手に反応され、反撃のチャンスを与えかね
ない。このような日常のトレーニングの繰り返し
が、基本動作の連続技に現れたものと推察された。
これらの結果から、より種目特性に応じた指導を
行う必要があることが明らかになった。
Ⅴ．ま　と　め
本研究では、空手道の基本動作における足底圧
力動態より、形及び組手種目の競技特性について
検討したところ、基本動作における形と組手の足
底圧力動態の違いは、突き受けの連続技において
認められた。特に、形の基本動作は左右脚への荷
重の変動が大きく、荷重と抜重を伴った動作であ
るのに対して、組手は左右脚の荷重変動が比較的
少なく、よりスピードを重視した動作であること
が明らかになった。
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